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警
察
庁
は
、自
転
車
の
交
通
違
反
へ
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る「
反
則
金
」に
つ
い
て
、そ
の
対
象
を
16
歳
以
上
の
運

転
者
と
す
る
ら
し
い
。

　
自
転
車
の
交
通
違
反
の
反
則
制
度
は
2
つ
に
区
分
さ

れ
、飲
酒
運
転
や
あ
お
り
運
転
な
ど
重
大
な
違
反
は
、刑
事

処
分
の
対
象
と
な
る
交
通
切
符（
赤
切
符
）の
交
付
と
な

る
。こ
れ
ら
以
外
の
違
反
行
為
、例
え
ば
、一
時
不
停
止
、信

号
無
視
、逆
走
、歩
道
通
行
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使

用
し
て
運
転
す
る「
な
が
ら
運
転
」な
ど
1
1
5
種
類
を
想

定
し
て
い
る
。こ
ち
ら
は
反
則
切
符（
青
切
符
）が
交
付
さ

れ
、反
則
金
が
科
せ
ら
れ
る
。

　
実
際
の
取
り
締
ま
り
は
、警
察
官
の
警
告
に
従
わ
ず
違

反
行
為
を
続
け
た
時
や
、悪
質
、危
険
で
迷
惑
性
の
高
い
違

反
を
対
象
と
す
る
よ
う
だ
。

　
先
般
発
表
さ
れ
た
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
歩
行
者

の
た
め
に
一
時
停
止
す
る
車
の
割
合
は
、熊
本
県
内
で
66
・

1
％
と
な
り
、九
州
で
1
位
、全
国
で
4
位
と
な
っ
た
。こ
の

調
査
は
Ｊ
Ａ
Ｆ（
日
本
自
動
車
連
盟
）が
7
年
前
か
ら
実
施

し
て
い
る
が
、調
査
当
初
の
平
成
29
年
の
熊
本
県
の
数
字

は
6
・
7
％
と
い
う
低
い
状
況
で
あ
っ
た
。こ
の
状
況
を
受

け
、熊
本
県
警
も
取
り
締
ま
り
の
強
化
や
電
光
掲
示
板
を

使
っ
た
広
報
活
動
が
一
定
の
効
果
を
上
げ
た
と
み
て
い
る
。

道
路
交
通
法
で
は
、車
の
運
転
手
は
、信
号
機
の
な
い
横
断

歩
道
を
歩
行
者
が
横
断
中
ま
た
は
横
断
し
よ
う
と
し
て
い

る
場
合
は
、必
ず
歩
道
の
手
前
で
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。

　
さ
て
、皆
さ
ん
は
交
通
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
危
険
な
運

転「
ご
当
地
走
り
」を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。停
止
中
の
車
が

青
信
号
に
変
わ
っ
た
瞬
間
に「
猛
ダ
ッ
シ
ュ
」で
対
向
直
進

者
よ
り
も
先
に
右
折
す
る
行
為
を「
茨
城
ダ
ッ
シ
ュ
」と
呼

ん
で
い
る
。他
に
も
名
古
屋
走
り
、伊
予
の
早
曲
が
り
、山

梨
ル
ー
ル
、佐
賀
の
よ
か
ろ
う
も
ん
運
転
、な
ど
各
地
で
危

険
な
運
転
が
横
行
し
て
い
る
。事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
る
た
め
、地
元
警
察
な
ど
は
交
通
ル
ー
ル
の
厳
守

を
呼
び
掛
け
る
が
、撲
滅
は
な
か
な
か
難
し
い
。

　
歩
行
者
も
自
転
車
・
車
の
運
転
者
も
お
互
い
に
譲
り
合

い
と
思
い
や
り
が
大
切
で
あ
る
。
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発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
6
年
1
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
1
月
27
日
か
ら
始
ま
る
Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り
で
は
、

多
く
の
木
々
や
盆
栽
、
巨
大
な
松
・
槇
の
木
、
そ
し

て
た
く
さ
ん
の
食
べ
物
屋
さ
ん
が
出
展
さ
れ
、
地
面

が
ぬ
か
る
む
中
、
安
く
て
見
栄
え
の
い
い
樹
木
を
一

生
懸
命
に
探
し
回
り
ま
す
。
住
宅
を
新
築
し
た
時
に
、

し
だ
れ
梅
を
購
入
し
ま
し
た
。
業
者
さ
ん
が
ク
レ
ー

ン
で
吊
る
し
庭
に
植
え
て
く
れ
ま
し
た
。
毎
年
3
月

に
は
ピ
ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
て
庭
の
モ
チ
ノ
キ
や
松

の
緑
色
と
梅
の
ピ
ン
ク
が
マ
ッ
チ
し
て
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
し
か
し
、
梅
の
実
が
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昔
は
、
一
軒
家
を
建
て
る
と
次
は
庭
造
り
と
決
ま
っ

て
い
た
よ
う
で
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
競
う
よ
う
に
立

派
な
庭
を
造
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
で
も
、
庭
木
の
剪
定
と
消
毒
は
毎
年
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
、
自
分
で
行
え
ば
労
力
が
、
業

者
に
依
頼
す
る
と
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
い
つ
の
こ

ろ
か
ら
か
庭
木
が
減
り
、
植
木
ま
つ
り
で
樹
木
を
買

い
求
め
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
芝
生
の
庭
に
た
く
さ
ん
の
樹
木
が
あ
っ
た
我
が
家

も
今
で
は
緑
の
少
な
い
住
宅
に
な
り
ま
し
た
。 撮影：小崎　正大 様

「おいしい夢未来みかん」

第11回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品
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「
令
和
6
年
度
畜
産・酪
農
全
国
代
表
者
大
会
」が
開
催

熊
本
県
選
出
国
会
議
員
に

　
　
　畜
産・酪
農
対
策
支
援
を
強
く
訴
え
る

▲蒲島知事への要請を行うJAグループの代表者

▲渕上陽一熊本県議会議長（右）と内野幸喜副議長（左）に
要請書を手渡す宮本隆幸会長（中央）

▲自民党県連の役員に要請を行うJAグループの代表者

▲宮下一郎農水大臣（右から4人目：当時）に要請書を
手渡すJAグループの代表者

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
県
農
政
連
は
12
月
13

日
に
県
知
事
と
自
民
党
県
連
へ
、
18
日
に
県
議

会
議
長
に
対
し
て
、
令
和
6
年
度
の
農
業
政
策

と
予
算
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
庁
等
を
訪
れ
た
の
は
熊
本
県
内
12
農
業
団

体
の
代
表
者
と
農
政
連
委
員
等
で
、
農
業
関
連

予
算
で
は
、
水
田
産
地
化
総
合
推
進
事
業
、
く

ま
も
と
土
地
利
用
型
農
業
競
争
力
強
化
支
援
事

業
、
野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業
な
ど
、
57
事
業

に
お
よ
ぶ
約
1
9
1
億
1
5
0
0
万
円
を
要
望

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
政
策
要
望
に
お
い
て
は
、「
平
時

か
ら
食
料
安
全
保
障
の
達
成
」
を
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
基
本
理
念
に
明
確
に
位
置
づ
け

る
と
と
も
に
、
食
料
安
全
保
障
の
状
況
を
評
価
・

「
令
和
6
年
度
熊
本
県
農
業
政
策・予
算
」を
要
望

「
令
和
6
年
度
熊
本
県
農
業
政
策・予
算
」を
要
望

対
処
す
る
仕
組
み
を
具
体
化
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
総
合
的
な
生
産
資
材
影
響

緩
和
対
策
の
拡
充
と
必
要
な
支
援
策
を
求
め

ま
し
た
。
そ
の
他
の
重
点
項
目
と
し
て
は
、

適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
と
国
民
へ
の
理
解

醸
成
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
踏

ま
え
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
、
2
0
2
4

年
輸
送
問
題
に
関
す
る
支
援
、
共
同
利
用
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
再
編
整
備
等
へ
の
支
援
、

新
規
就
農
者
・
担
い
手
等
へ
の
支
援
強
化
、

を
訴
え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は「
食

料
安
全
保
障
の
強
化
を
は
じ
め
、
価
格
転
嫁

や
物
流
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
重
要
課
題
が

山
積
す
る
中
、
基
本
法
改
正
に
伴
う
関
連
施

策
に
つ
い
て
、
実
効
あ
る
具
体
的
施
策
と
万
全

な
予
算
の
確
保
が
必
要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
要
望
を
受
け
、
蒲
島
郁
夫
知
事
は
「
今
後
も

農
業
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
食
料
の
安
全
保

障
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
本
県
農
業
の
振
興
に

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
各
団
体
の
代
表
者
か
ら
、
畜

産
・
酪
農
の
窮
状
や
半
導
体
関
連
企
業
進
出
に

よ
る
代
替
農
地
の
確
実
な
確
保
、
若
手
農
業
者

が
意
欲
を
も
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る
支
援
等

の
要
望
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
要
望
書
は
、
熊
本
県
議
会
の
渕
上
陽
一
議
長
、

自
民
党
県
連
の
松
田
三
郎
幹
事
長
へ
も
提
出
し

ま
し
た
。

重
点
要
望
事
項

1
．食
料
安
全
保
障
に
向
け
た
基
本
政
策

の
具
体
化
と
予
算
の
拡
充

2
．生
産
資
材
高
騰
対
策
等
の
継
続
・
拡
充

3
．適
切
な
価
格
形
成
の
実
現
と
国
民
へ

の
理
解
醸
成

4
．み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
踏

ま
え
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
等

5
．「
地
域
計
画
」（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）の
策

定
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
支
援

6
．農
地
の
集
積
・
集
約
化
及
び
遊
休
農
地

対
策
の
取
り
組
み
の
強
化

7
．土
地
改
良
施
設
の
老
朽
化
等
に
関
す

る
必
要
予
算
の
確
保

8
．2
0
2
4
年
輸
送
問
題
に
関
す
る
支

援
の
拡
充

9
．生
産
者
向
け
の
補
助
事
業
の
要
件
緩

和

10
．共
同
利
用
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
再

編
整
備
等
へ
の
取
り
組
み
支
援

11
．災
害
、感
染
症
、鳥
獣
害
に
強
い
農
業

づ
く
り
対
策

12
．半
導
体
関
連
企
業
進
出
に
よ
る
代
替

農
地
で
の
営
農
継
続
支
援

13
．新
規
就
農
者
、担
い
手
等
へ
の
支
援
強

化

14
．労
働
力
確
保
対
策

15
．品
目
別
対
策

　
　
①
水
田
・
畑
作
農
業
政
策

　
　
②
畜
産
・
酪
農
政
策

　
　
③
園
芸
・
果
樹
政
策

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
熊
本
県
農
政
連
は
、

11
月
30
日
、
衆
議
院
議
員
会
館
で
県
選
出
国

会
議
員
に
対
し
、
令
和
6
年
度
の
畜
産
・
酪

農
政
策
に
関
す
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
熊
本
県
酪
連
（
全
酪
連
）
の
隈
部

洋
会
長
は
「
生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
の

な
か
、
牛
枝
肉
価
格
の
低
迷
や
肉
用
子
牛
価

格
の
下
落
、
生
乳
需
要
の
低
迷
な
ど
が
重
な

り
、
農
業
経
営
に
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い

る
。
第
一
次
産
業
は
食
料
安
全
保
障
か
ら
考
え

れ
ば
非
常
に
大
事
な
産
業
だ
」
と
述
べ
、
強

力
な
政
策
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　
畜
産
・
酪
農
地
帯
で
あ
る
Ｊ
Ａ
菊
池
の
森
正

晴
副
組
合
長
は
、「
T
S
M
C
の
進
出
で
農
地▲県選出国会議員に政策要請を行ったJAグループの代表者

の
転
換
・
開
発
が
進
み
、
3
年
後
、
5
年
後
が

ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
農
家
が
安
心
し
て

農
業
経
営
を
継
続
で
き
る
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
坂
本
哲
志
衆
議
院
議
員
は
「
農
業
が
無
く

な
れ
ば
地
域
が
無
く
な
る
こ
と
は
皆
さ
ん
が
一

番
自
覚
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
要
請
を
一
つ
一
つ

頭
に
お
い
て
少
し
で
も
実
現
で
き
る
よ
う
、
満

額
回
答
を
引
き
出
す
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
く
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
西
野
太
亮
衆
議
院
議
員
、
馬
場

成
志
参
議
院
議
員
や
藤
木
し
ん
や
参
議
院
議

員
か
ら
も
力
強
い
支
援
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
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Ｊ
Ａ
全
中
は
11
月
30
日
、
東
京
で
持
続
可

能
な
畜
産
・
酪
農
経
営
の
実
現
に
向
け
て
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
政
策
提
案
の
実
現
を
求
め
る

「
畜
産
・
酪
農
全
国
代
表
者
大
会
」
を
14
年
ぶ

り
に
開
催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め
、
生
産

者
や
、Ｊ
Ａ
、
酪
農
協
の
代
表
者
ら
約

1
5
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
政
策
提
案
は
、
生
産
資
材
価
格
の

高
止
ま
り
に
直
面
す
る
な
か
、
牛
枝
肉
価
格

の
低
迷
や
肉
用
子
牛
価
格
の
下
落
、
生
乳
需

要
の
低
迷
な
ど
が
重
な
り
、
生
産
現
場
は
全

国
的
に
営
農
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
の
甚

大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
持
続

可
能
な
畜
産
・
酪
農
経
営
の
実
現
に
向
け
、

生
産
現
場
に
お
け
る
国
産
飼
料
の
生
産
・
利

用
拡
大
や
環
境
負
荷
低
減
な
ど
の
取
り
組
み

を
後
押
し
す
る
万
全
な
畜
産
・
酪
農
対
策
を

引
き
続
き
措
置
す
る
と
と
も
に
、
令
和
6
年

度
の
酪
農
及
び
肉
用
牛
生
産
の
近
代
化
を
図

る
た
め
の
基
本
方
針
（
酪
肉
近
）
の
見
直
し

に
向
け
た
検
討
を
見
据
え
、
牛
肉
・
生
乳
需

給
問
題
や
畜
安
法
に
関
す
る
不
公
平
感
の
運

用
改
善
等
を
求
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
中
の
山
野
徹
会
長
は
「
畜
産
・
酪

農
生
産
基
盤
の
弱
体
化
で
、
こ
の
ま
ま
で
は

消
費
者
に
安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
国
産
畜

産
物
を
供
給
で
き
な
く
な
り
、
地
域
の
存
続

も
危
ぶ
ま
れ
る
」
と
強
調
し
、
強
い
危
機
感

を
表
明
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
与
党
代
表
者
と
し
て
、
自
民
党

の
江
藤
拓
総
合
農
林
政
策
調
査
会
長
、
古
川

康
畜
産
・
酪
農
対
策
委
員
長
、
公
明
党
の
角

田
秀
穂
農
林
水
産
部
会
長
が
出
席
し
、
畜
産
・

酪
農
が
地
域
経
済
の
維
持
に
果
た
す
役
割
を

十
分
に
踏
ま
え
、
対
策
や
予
算
の
充
実
を
目

指
す
考
え
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
政
策
提
案
に
関
す
る
今
大
会
で
、
畜
産
・

酪
農
分
野
に
お
け
る
食
料
安
全
保
障
の
強
化

と
万
全
な
経
営
安
定
対
策
等
の
取
り
組
み
へ

の
決
意
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
岩
崎
勝
也
宮
崎
牛
肥
育
牛
部
会
長
会
会
長
、

柴
田
瑞
穂
秋
田
県
新
林
牧
場
代
表
、
永
峰
勝

利
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
代
表
理
事
組

合
長
の
3
名
か
ら
適
正
な
価
格
形
成
や
経
営

安
定
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
意
見
表
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
谷
口
俊
二
J
A
全
中
畜
産
委
員
長

よ
り
大
会
決
議
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
満
場
の

拍
手
に
よ
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

畜
産
・
酪
農
対
策
に
関
す
る
要
請
内
容

1
．畜
産
・
酪
農
分
野
に
お
け
る
食
料
安
全

保
障
の
強
化

⑴
適
正
な
価
格
形
成
、飼
料
価
格
高
騰

対
策

⑵
飼
料
自
給
率
向
上
対
策

⑶
堆
肥
等
の
有
効
活
用
、環
境
負
荷
軽

減
等
の
促
進

⑷
生
産
基
盤
対
策
の
継
続
・
強
化

2
．万
全
な
経
営
安
定
対
策
の
措
置
等

⑴
酪
農
経
営

⑵
繁
殖
経
営
、肉
用
牛
肥
育
・
養
豚
経

営
、食
肉
・
家
畜
流
通
対
策

3
．生
乳
需
給
・
流
通
対
策
の
強
化

4
．輸
出
促
進
対
策
の
継
続
・
強
化

5
．家
畜
衛
生
対
策
の
強
化
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「
令
和
6
年
度
畜
産・酪
農
全
国
代
表
者
大
会
」が
開
催

熊
本
県
選
出
国
会
議
員
に

　
　
　畜
産・酪
農
対
策
支
援
を
強
く
訴
え
る

▲蒲島知事への要請を行うJAグループの代表者

▲渕上陽一熊本県議会議長（右）と内野幸喜副議長（左）に
要請書を手渡す宮本隆幸会長（中央）

▲自民党県連の役員に要請を行うJAグループの代表者

▲宮下一郎農水大臣（右から4人目：当時）に要請書を
手渡すJAグループの代表者

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
県
農
政
連
は
12
月
13

日
に
県
知
事
と
自
民
党
県
連
へ
、
18
日
に
県
議

会
議
長
に
対
し
て
、
令
和
6
年
度
の
農
業
政
策

と
予
算
の
要
望
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
庁
等
を
訪
れ
た
の
は
熊
本
県
内
12
農
業
団

体
の
代
表
者
と
農
政
連
委
員
等
で
、
農
業
関
連

予
算
で
は
、
水
田
産
地
化
総
合
推
進
事
業
、
く

ま
も
と
土
地
利
用
型
農
業
競
争
力
強
化
支
援
事

業
、
野
菜
価
格
安
定
対
策
事
業
な
ど
、
57
事
業

に
お
よ
ぶ
約
1
9
1
億
1
5
0
0
万
円
を
要
望

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
農
業
政
策
要
望
に
お
い
て
は
、「
平
時

か
ら
食
料
安
全
保
障
の
達
成
」
を
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
の
基
本
理
念
に
明
確
に
位
置
づ
け

る
と
と
も
に
、
食
料
安
全
保
障
の
状
況
を
評
価
・

「
令
和
6
年
度
熊
本
県
農
業
政
策・予
算
」を
要
望

「
令
和
6
年
度
熊
本
県
農
業
政
策・予
算
」を
要
望

対
処
す
る
仕
組
み
を
具
体
化
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。
ま
た
、
総
合
的
な
生
産
資
材
影
響

緩
和
対
策
の
拡
充
と
必
要
な
支
援
策
を
求
め

ま
し
た
。
そ
の
他
の
重
点
項
目
と
し
て
は
、

適
正
な
価
格
形
成
の
実
現
と
国
民
へ
の
理
解

醸
成
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
踏

ま
え
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
、
2
0
2
4

年
輸
送
問
題
に
関
す
る
支
援
、
共
同
利
用
施

設
の
老
朽
化
に
伴
う
再
編
整
備
等
へ
の
支
援
、

新
規
就
農
者
・
担
い
手
等
へ
の
支
援
強
化
、

を
訴
え
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は「
食

料
安
全
保
障
の
強
化
を
は
じ
め
、
価
格
転
嫁

や
物
流
問
題
へ
の
対
応
な
ど
、
重
要
課
題
が

山
積
す
る
中
、
基
本
法
改
正
に
伴
う
関
連
施

策
に
つ
い
て
、
実
効
あ
る
具
体
的
施
策
と
万
全

な
予
算
の
確
保
が
必
要
だ
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
要
望
を
受
け
、
蒲
島
郁
夫
知
事
は
「
今
後
も

農
業
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
食
料
の
安
全
保

障
の
一
翼
を
担
え
る
よ
う
本
県
農
業
の
振
興
に

し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
話
し
ま

し
た
。

　
意
見
交
換
で
は
各
団
体
の
代
表
者
か
ら
、
畜

産
・
酪
農
の
窮
状
や
半
導
体
関
連
企
業
進
出
に

よ
る
代
替
農
地
の
確
実
な
確
保
、
若
手
農
業
者

が
意
欲
を
も
っ
て
農
業
に
取
り
組
め
る
支
援
等

の
要
望
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

　
要
望
書
は
、
熊
本
県
議
会
の
渕
上
陽
一
議
長
、

自
民
党
県
連
の
松
田
三
郎
幹
事
長
へ
も
提
出
し

ま
し
た
。

重
点
要
望
事
項

1
．食
料
安
全
保
障
に
向
け
た
基
本
政
策

の
具
体
化
と
予
算
の
拡
充

2
．生
産
資
材
高
騰
対
策
等
の
継
続
・
拡
充

3
．適
切
な
価
格
形
成
の
実
現
と
国
民
へ

の
理
解
醸
成

4
．み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
踏

ま
え
た
ス
マ
ー
ト
農
業
の
推
進
等

5
．「
地
域
計
画
」（
人
・
農
地
プ
ラ
ン
）の
策

定
と
そ
の
実
現
に
向
け
た
支
援

6
．農
地
の
集
積
・
集
約
化
及
び
遊
休
農
地

対
策
の
取
り
組
み
の
強
化

7
．土
地
改
良
施
設
の
老
朽
化
等
に
関
す

る
必
要
予
算
の
確
保

8
．2
0
2
4
年
輸
送
問
題
に
関
す
る
支

援
の
拡
充

9
．生
産
者
向
け
の
補
助
事
業
の
要
件
緩

和

10
．共
同
利
用
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
再

編
整
備
等
へ
の
取
り
組
み
支
援

11
．災
害
、感
染
症
、鳥
獣
害
に
強
い
農
業

づ
く
り
対
策

12
．半
導
体
関
連
企
業
進
出
に
よ
る
代
替

農
地
で
の
営
農
継
続
支
援

13
．新
規
就
農
者
、担
い
手
等
へ
の
支
援
強

化

14
．労
働
力
確
保
対
策

15
．品
目
別
対
策

　
　
①
水
田
・
畑
作
農
業
政
策

　
　
②
畜
産
・
酪
農
政
策

　
　
③
園
芸
・
果
樹
政
策

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
熊
本
と
熊
本
県
農
政
連
は
、

11
月
30
日
、
衆
議
院
議
員
会
館
で
県
選
出
国

会
議
員
に
対
し
、
令
和
6
年
度
の
畜
産
・
酪

農
政
策
に
関
す
る
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
冒
頭
、
熊
本
県
酪
連
（
全
酪
連
）
の
隈
部

洋
会
長
は
「
生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
の

な
か
、
牛
枝
肉
価
格
の
低
迷
や
肉
用
子
牛
価

格
の
下
落
、
生
乳
需
要
の
低
迷
な
ど
が
重
な

り
、
農
業
経
営
に
甚
大
な
影
響
を
受
け
て
い

る
。
第
一
次
産
業
は
食
料
安
全
保
障
か
ら
考
え

れ
ば
非
常
に
大
事
な
産
業
だ
」
と
述
べ
、
強

力
な
政
策
支
援
を
求
め
ま
し
た
。

　
畜
産
・
酪
農
地
帯
で
あ
る
Ｊ
Ａ
菊
池
の
森
正

晴
副
組
合
長
は
、「
T
S
M
C
の
進
出
で
農
地▲県選出国会議員に政策要請を行ったJAグループの代表者

の
転
換
・
開
発
が
進
み
、
3
年
後
、
5
年
後
が

ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
。
農
家
が
安
心
し
て

農
業
経
営
を
継
続
で
き
る
よ
う
な
対
策
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　
坂
本
哲
志
衆
議
院
議
員
は
「
農
業
が
無
く

な
れ
ば
地
域
が
無
く
な
る
こ
と
は
皆
さ
ん
が
一

番
自
覚
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
要
請
を
一
つ
一
つ

頭
に
お
い
て
少
し
で
も
実
現
で
き
る
よ
う
、
満

額
回
答
を
引
き
出
す
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
く
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　
他
に
も
、
西
野
太
亮
衆
議
院
議
員
、
馬
場

成
志
参
議
院
議
員
や
藤
木
し
ん
や
参
議
院
議

員
か
ら
も
力
強
い
支
援
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
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Ｊ
Ａ
全
中
は
11
月
30
日
、
東
京
で
持
続
可

能
な
畜
産
・
酪
農
経
営
の
実
現
に
向
け
て
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
の
政
策
提
案
の
実
現
を
求
め
る

「
畜
産
・
酪
農
全
国
代
表
者
大
会
」
を
14
年
ぶ

り
に
開
催
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
も
含
め
、
生
産

者
や
、Ｊ
Ａ
、
酪
農
協
の
代
表
者
ら
約

1
5
0
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
政
策
提
案
は
、
生
産
資
材
価
格
の

高
止
ま
り
に
直
面
す
る
な
か
、
牛
枝
肉
価
格

の
低
迷
や
肉
用
子
牛
価
格
の
下
落
、
生
乳
需

要
の
低
迷
な
ど
が
重
な
り
、
生
産
現
場
は
全

国
的
に
営
農
継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
の
甚

大
な
影
響
を
受
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
持
続

可
能
な
畜
産
・
酪
農
経
営
の
実
現
に
向
け
、

生
産
現
場
に
お
け
る
国
産
飼
料
の
生
産
・
利

用
拡
大
や
環
境
負
荷
低
減
な
ど
の
取
り
組
み

を
後
押
し
す
る
万
全
な
畜
産
・
酪
農
対
策
を

引
き
続
き
措
置
す
る
と
と
も
に
、
令
和
6
年

度
の
酪
農
及
び
肉
用
牛
生
産
の
近
代
化
を
図

る
た
め
の
基
本
方
針
（
酪
肉
近
）
の
見
直
し

に
向
け
た
検
討
を
見
据
え
、
牛
肉
・
生
乳
需

給
問
題
や
畜
安
法
に
関
す
る
不
公
平
感
の
運

用
改
善
等
を
求
め
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
全
中
の
山
野
徹
会
長
は
「
畜
産
・
酪

農
生
産
基
盤
の
弱
体
化
で
、
こ
の
ま
ま
で
は

消
費
者
に
安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
国
産
畜

産
物
を
供
給
で
き
な
く
な
り
、
地
域
の
存
続

も
危
ぶ
ま
れ
る
」
と
強
調
し
、
強
い
危
機
感

を
表
明
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
与
党
代
表
者
と
し
て
、
自
民
党

の
江
藤
拓
総
合
農
林
政
策
調
査
会
長
、
古
川

康
畜
産
・
酪
農
対
策
委
員
長
、
公
明
党
の
角

田
秀
穂
農
林
水
産
部
会
長
が
出
席
し
、
畜
産
・

酪
農
が
地
域
経
済
の
維
持
に
果
た
す
役
割
を

十
分
に
踏
ま
え
、
対
策
や
予
算
の
充
実
を
目

指
す
考
え
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
政
策
提
案
に
関
す
る
今
大
会
で
、
畜
産
・

酪
農
分
野
に
お
け
る
食
料
安
全
保
障
の
強
化

と
万
全
な
経
営
安
定
対
策
等
の
取
り
組
み
へ

の
決
意
を
共
有
し
ま
し
た
。

　
岩
崎
勝
也
宮
崎
牛
肥
育
牛
部
会
長
会
会
長
、

柴
田
瑞
穂
秋
田
県
新
林
牧
場
代
表
、
永
峰
勝

利
Ｊ
Ａ
オ
ホ
ー
ツ
ク
は
ま
な
す
代
表
理
事
組

合
長
の
3
名
か
ら
適
正
な
価
格
形
成
や
経
営

安
定
対
策
の
重
要
性
に
つ
い
て
意
見
表
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　
最
後
に
谷
口
俊
二
J
A
全
中
畜
産
委
員
長

よ
り
大
会
決
議
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
満
場
の

拍
手
に
よ
り
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

畜
産
・
酪
農
対
策
に
関
す
る
要
請
内
容

1
．畜
産
・
酪
農
分
野
に
お
け
る
食
料
安
全

保
障
の
強
化

⑴
適
正
な
価
格
形
成
、飼
料
価
格
高
騰

対
策

⑵
飼
料
自
給
率
向
上
対
策

⑶
堆
肥
等
の
有
効
活
用
、環
境
負
荷
軽

減
等
の
促
進

⑷
生
産
基
盤
対
策
の
継
続
・
強
化

2
．万
全
な
経
営
安
定
対
策
の
措
置
等

⑴
酪
農
経
営

⑵
繁
殖
経
営
、肉
用
牛
肥
育
・
養
豚
経

営
、食
肉
・
家
畜
流
通
対
策

3
．生
乳
需
給
・
流
通
対
策
の
強
化

4
．輸
出
促
進
対
策
の
継
続
・
強
化

5
．家
畜
衛
生
対
策
の
強
化
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【
臨
時
国
会
閉
会
と

　
　
　
　
　
今
後
の
農
業
政
策
に
つ
い
て
】

　
12
月
13
日
に
第
2
1
2
回
臨
時
国
会（
会

期
55
日
）が
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。今
回
、農

林
水
産
省
提
出
法
案
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、通
常
国
会
か
ら
の
継
続
審
議
で
あ
っ
た
2

本
を
含
む
法
律
14
本
と
、経
済
対
策
の
裏
付

け
と
な
る
令
和
5
年
度
補
正
予
算
が
成
立
い

た
し
ま
し
た
。

　
私
は
、議
院
運
営
委
員
会
理
事
の
一
人
と
し

て
、目
ま
ぐ
る
し
く
変
転
す
る
国
会
運
営
を

陰
な
が
ら
支
え
て
参
り
ま
し
た
。ま
た
、12
月

5
日
の
参
議
院
農
林
水
産
委
員
会
で
は
、畜

産
物
に
関
す
る
質
疑
に
立
ち
、①
飼
料
自
給

率
向
上
と
堆
肥
等
の
有
効
活
用
、環
境
負
荷

軽
減
な
ど
の
促
進
②
生
乳
需
給
・
流
通
対
策

の
強
化
③
家
畜
衛
生
対
策
の
強
化
④
輸
出
促

進
対
策
の
継
続
・
強
化
に
つ
い
て
、4
点
を
農

林
水
産
省
に
対
し
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、令
和
6
年
の
通
常
国
会
で
は
、食
料

安
全
保
障
の
強
化
に
向
け
て
2
本（
食
料
危

機
対
応
関
連
・
ス
マ
ー
ト
農
業
支
援
関
連
）の

新
法
が
提
出
さ
れ
る
見
通
し
で
す
。ま
た
、法

改
正
と
し
て
は
、平
成
11
年
以
来
と
な
る「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」に
加
え
て
、農
地
転

用
手
続
き
の
国
の
関
与
を
強
化
す
る「
農
地

法
」や
小
麦
や
大
豆
の
加
工
事
業
社
を
低
利

融
資
で
支
援
し
、国
産
利
用
の
拡
大
を
意
図

す
る「
特
定
農
産
加
工
業
経
営
改
善
臨
時
措

置
法
」の
改
正
法
案
の
提
出
な
ど
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、令
和
7
年
〜
11
年
度
の
次
期「
食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
計
画
」や
、5
年
に
1

度
、酪
農
・
畜
産
の
政
策
方
針
を
定
め
る「
酪

農
及
び
肉
用
牛
生
産
の
近
代
化
を
図
る
た
め

の
基
本
方
針
・
家
畜
改
良
増
殖
目
標
等
：
通

称〝
酪
肉
近
〞」の
策
定
に
向
け
た
検
討
も
令

和
6
年
か
ら
本
格
化
す
る
見
通
し
で
す
。

　
令
和
5
年
12
月
に
同
じ
熊
本
県
出
身
の
坂

本
哲
志
先
生
が
農
林
水
産
大
臣
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
が
、引
き
続
き
新
大
臣
と
一
体
と
な

り
農
業
政
策
の
最
前
線
で
取
り
組
み
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

体
的
に
は
、飲
用
牛
乳
、納
豆
・
豆
腐
に
つ
い

て
、す
で
に
検
討
が
始
ま
り
ま
し
た
。自
分
の

県
の
主
な
農
産
品
に
つ
い
て
、い
つ
頃
検
討
さ

れ
、必
要
な
仕
組
み
が
い
つ
創
設
さ
れ
る
の

か
、心
配
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、大
消
費
地
を
抱
え
る
都
府
県
か
ら

は
、都
市
農
業
振
興
基
本
法
を
活
か
す
、都
市

農
業
の
実
態
に
即
し
た
支
援
策
の
構
築
の
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。都
市
農
業
は
、国
民
に
農

業
を
理
解
し
て
も
ら
う
現
場
が
住
居
の
近
く

に
あ
る
と
い
う
役
割
も
果
た
し
て
お
り
、農
業

体
験
・
学
習
、交
流
の
場
の
提
供
や
良
好
な
景

観
の
形
成
な
ど
、都
市
住
民
に
向
け
て
多
様

な
機
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。都
市
農
業
は
、

基
本
法
改
正
の
重
要
な
柱
で
あ
り
、引
き
続

き
多
様
な
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
支
援

策
の
構
築
に
向
け
て
、頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
11
月
13
日
、東
京
都
内
で
、J
A
全
中
と

全
国
農
政
連
の
共
催
に
よ
り
「
J
A
グ

ル
ー
プ
基
本
農
政
確
立
全
国
大
会
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。全
国
大
会
で
は
、年
明
け

の
通
常
国
会
に
法
案
提
出
が
見
込
ま
れ
て

い
る「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」の
改
正

や
関
連
施
策
の
具
体
化
に
向
け
た
要
請
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、県
別
の
独
自
行
動
に

お
い
て
は
、
各
県
ご
と
に
抱
え
て
い
る

様
々
な
重
点
課
題
に
関
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
県
ご
と
に
、よ
く
練
ら
れ
た
要
請
書
を

お
持
ち
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
食
料
安
全
保
障
の
強
化
は
、
全
国
の

J
A
グ
ル
ー
プ
に
共
通
し
た
1
丁
目
1
番

地
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。そ
の
う
え
で
、農

業
用
資
材
等
コ
ス
ト
は
高
騰
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、農
産
物
価
格
へ
の
転
嫁
が

難
し
い
現
状
を
鑑
み
て
、適
正
な
価
格
転

嫁
を
す
す
め
る
た
め
の
仕
組
み
を
早
期
に

創
設
し
て
ほ
し
い
と
の
切
実
な
要
望
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。再
生
産
可
能
な

価
格
で
売
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、持

続
的
な
農
業
経
営
は
望
む
べ
く
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　「
適
正
取
引
を
推
進
す
る
た
め
の
仕
組

み
」は
、流
通
経
路
が
簡
素
で
、コ
ス
ト
の

把
握
も
比
較
的
可
能
な
品
目
か
ら
、順
次

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。具

第
2
1
2
回
臨
時
国
会
の
閉
会

食
料
安
全
保
障
の

　
　
　
　
　
確
立
に
全
力
を

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
山
田
と
し
お
の

農

問
政

題
に

▲12月5日参議院農林水産委員会での質疑の様子

　
熊
本
県
の
Ｊ
Ａ
く
ま
青
壮
年
部
は
、現
在
8
支
部
4
2
5
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。管
内
で
は
水
稲
・
野
菜
・
果
樹
・
施

設
園
芸
・
畜
産
な
ど
、多
種
多
様
な
農
畜
産
物
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、農
政
活
動
を
は
じ
め
、食
育
活
動
や
研
修
会
等
を
通
じ
た
生
産
・
経
営
基
盤
の
確
立
、Ｊ
Ａ
役
員
・

女
性
部
と
の
意
見
交
換
会
等
を
通
じ
た
Ｊ
Ａ
運
営
へ
積
極
的
に
参
加
・
参
画
し
て
い
ま
す
。

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

▲宮下農林水産大臣と

　
管
内
各
支
部
で
は
、
園
児
や
小
学

生
を
対
象
に
田
植
え
や
稲
刈
り
、
野

菜
な
ど
を
育
て
る
農
業
体
験
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
作
物
が
で
き
る
ま
で
の

苦
労
や
収
穫
の
喜
び
な
ど
、
農
業
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
食

べ
物
を
大
切
に
し
て
も
ら
う
こ
と
が

　
青
壮
年
部
で
は
、
農
業
経
営
や
青

壮
年
部
活
動
、
将
来
に
向
け
て
の
希

望
・
意
見
・
提
言
な
ど
を
発
表
す
る

盟
友
の
主
張

食
育
活
動

　
青
壮
年
部
・
女
性
部
は
、
毎
年
Ｊ

Ａ
常
勤
役
員
と
意
見
交
換
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
青
年
農
業
者
の
立
場
か

ら
意
見
や
要
望
を
伝
え
る
こ
と
で
、

人
吉
・
球
磨
地
域
の
農
業
振
興
と
活

性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
運
営
に
参
加
・
参
画

　
青
壮
年
部
の
独
身
盟
友
を
対
象

に
、
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
婚
活
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
農
業
体
験
と

し
て
イ
チ
ゴ
狩
り
、
男
女
が
協
力
し

な
が
ら
の
パ
ン
作
り
や
、
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
と
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
盛
り
上
が
る
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
工
夫
し
な
が
ら
充

実
し
た
内
容
に
し
て
い
き
た
い
考
え

て
い
ま
す
。

K
O
IK
A
TS
U

　
Ｊ
Ａ
く
ま
青
壮
年
部
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
通
じ
て
こ
れ
か
ら
の
人

吉
球
磨
の
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
ひ
と
こ
と

▲木上小・木上ひかり保育園稲刈り

▲令和5年度青壮年部大会（盟友の主張）で
　発表する愛甲和也氏

▲一武小野菜苗植え

▲令和5年度常勤役員との意見交換会

▲恋活（いちご園での婚活）

目
的
で
す
。
子
ど
も
達
は
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
も
笑
顔
で
取
り
組
ん
で
く

れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、「
食
」

と
「
農
」
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
盟
友
の
主
張
」
発
表
大
会
の
地
区

予
選
会
を
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。

　
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、
将
来
を

見
通
し
た
自
立
農
業
経
営
を
確
立

し
、
明
る
く
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
活
発
に
意
見
交
換
を
行
い

相
互
研
鑽
を
図
り
、
青
壮
年
部
組
織

の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
ま

す
。
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の
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月
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に
第
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回
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会（
会

期
55
日
）が
閉
会
い
た
し
ま
し
た
。今
回
、農

林
水
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省
提
出
法
案
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、通
常
国
会
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の
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続
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で
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た
2
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を
含
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法
律
14
本
と
、経
済
対
策
の
裏
付

け
と
な
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令
和
5
年
度
補
正
予
算
が
成
立
い

た
し
ま
し
た
。

　
私
は
、議
院
運
営
委
員
会
理
事
の
一
人
と
し

て
、目
ま
ぐ
る
し
く
変
転
す
る
国
会
運
営
を

陰
な
が
ら
支
え
て
参
り
ま
し
た
。ま
た
、12
月

5
日
の
参
議
院
農
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委
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点
を
農

林
水
産
省
に
対
し
て
質
問
い
た
し
ま
し
た
。

　
さ
て
、令
和
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の
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で
は
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に
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て
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ス
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）の
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れ
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で
す
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た
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・
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す
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。
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和
5
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12
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に
同
じ
熊
本
県
出
身
の
坂

本
哲
志
先
生
が
農
林
水
産
大
臣
に
就
任
い
た

し
ま
し
た
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、引
き
続
き
新
大
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と
一
体
と
な

り
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業
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策
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最
前
線
で
取
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み
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進
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て
参
り
ま
す
。

体
的
に
は
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用
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乳
、納
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・
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腐
に
つ
い

て
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で
に
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ま
り
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し
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分
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県
の
主
な
農
産
品
に
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て
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つ
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検
討
さ

れ
、必
要
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仕
組
み
が
い
つ
創
設
さ
れ
る
の

か
、心
配
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
ま
た
、大
消
費
地
を
抱
え
る
都
府
県
か
ら

は
、都
市
農
業
振
興
基
本
法
を
活
か
す
、都
市

農
業
の
実
態
に
即
し
た
支
援
策
の
構
築
の
要

請
が
あ
り
ま
し
た
。都
市
農
業
は
、国
民
に
農

業
を
理
解
し
て
も
ら
う
現
場
が
住
居
の
近
く

に
あ
る
と
い
う
役
割
も
果
た
し
て
お
り
、農
業

体
験
・
学
習
、交
流
の
場
の
提
供
や
良
好
な
景

観
の
形
成
な
ど
、都
市
住
民
に
向
け
て
多
様

な
機
能
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。都
市
農
業
は
、

基
本
法
改
正
の
重
要
な
柱
で
あ
り
、引
き
続

き
多
様
な
機
能
を
発
揮
で
き
る
よ
う
な
支
援

策
の
構
築
に
向
け
て
、頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

　
11
月
13
日
、東
京
都
内
で
、J
A
全
中
と

全
国
農
政
連
の
共
催
に
よ
り
「
J
A
グ

ル
ー
プ
基
本
農
政
確
立
全
国
大
会
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。全
国
大
会
で
は
、年
明
け

の
通
常
国
会
に
法
案
提
出
が
見
込
ま
れ
て

い
る「
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
」の
改
正

や
関
連
施
策
の
具
体
化
に
向
け
た
要
請
が

行
わ
れ
ま
し
た
が
、県
別
の
独
自
行
動
に

お
い
て
は
、
各
県
ご
と
に
抱
え
て
い
る

様
々
な
重
点
課
題
に
関
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

の
県
ご
と
に
、よ
く
練
ら
れ
た
要
請
書
を

お
持
ち
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
食
料
安
全
保
障
の
強
化
は
、
全
国
の

J
A
グ
ル
ー
プ
に
共
通
し
た
1
丁
目
1
番

地
の
課
題
で
あ
り
ま
す
。そ
の
う
え
で
、農

業
用
資
材
等
コ
ス
ト
は
高
騰
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、農
産
物
価
格
へ
の
転
嫁
が

難
し
い
現
状
を
鑑
み
て
、適
正
な
価
格
転

嫁
を
す
す
め
る
た
め
の
仕
組
み
を
早
期
に

創
設
し
て
ほ
し
い
と
の
切
実
な
要
望
が
多

か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。再
生
産
可
能
な

価
格
で
売
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、持

続
的
な
農
業
経
営
は
望
む
べ
く
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　「
適
正
取
引
を
推
進
す
る
た
め
の
仕
組

み
」は
、流
通
経
路
が
簡
素
で
、コ
ス
ト
の

把
握
も
比
較
的
可
能
な
品
目
か
ら
、順
次

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。具

第
2
1
2
回
臨
時
国
会
の
閉
会

食
料
安
全
保
障
の

　
　
　
　
　
確
立
に
全
力
を

全
国
農
政
連
推
薦
・
県
農
政
連
公
認

参
議
院
議
員
藤
木
し
ん
や
の

永
田
町
で
も
百
姓
宣
言

百
姓
宣
言

全
国
・
県
農
政
連
推
薦

参
議
院
議
員
山
田
と
し
お
の

農

問
政

題
に

▲12月5日参議院農林水産委員会での質疑の様子

　
熊
本
県
の
Ｊ
Ａ
く
ま
青
壮
年
部
は
、現
在
8
支
部
4
2
5
名
で
活
動
し
て
お
り
ま
す
。管
内
で
は
水
稲
・
野
菜
・
果
樹
・
施

設
園
芸
・
畜
産
な
ど
、多
種
多
様
な
農
畜
産
物
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　
主
な
活
動
と
し
て
は
、農
政
活
動
を
は
じ
め
、食
育
活
動
や
研
修
会
等
を
通
じ
た
生
産
・
経
営
基
盤
の
確
立
、Ｊ
Ａ
役
員
・

女
性
部
と
の
意
見
交
換
会
等
を
通
じ
た
Ｊ
Ａ
運
営
へ
積
極
的
に
参
加
・
参
画
し
て
い
ま
す
。

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

地
域
農
業
の
リ
ー
ダ
ー

▲宮下農林水産大臣と

　
管
内
各
支
部
で
は
、
園
児
や
小
学

生
を
対
象
に
田
植
え
や
稲
刈
り
、
野

菜
な
ど
を
育
て
る
農
業
体
験
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
次
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
作
物
が
で
き
る
ま
で
の

苦
労
や
収
穫
の
喜
び
な
ど
、
農
業
に

対
す
る
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
食

べ
物
を
大
切
に
し
て
も
ら
う
こ
と
が

　
青
壮
年
部
で
は
、
農
業
経
営
や
青

壮
年
部
活
動
、
将
来
に
向
け
て
の
希

望
・
意
見
・
提
言
な
ど
を
発
表
す
る

盟
友
の
主
張

食
育
活
動

　
青
壮
年
部
・
女
性
部
は
、
毎
年
Ｊ

Ａ
常
勤
役
員
と
意
見
交
換
会
を
開
い

て
い
ま
す
。
青
年
農
業
者
の
立
場
か

ら
意
見
や
要
望
を
伝
え
る
こ
と
で
、

人
吉
・
球
磨
地
域
の
農
業
振
興
と
活

性
化
に
努
め
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
運
営
に
参
加
・
参
画

　
青
壮
年
部
の
独
身
盟
友
を
対
象

に
、
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提
供
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
婚
活
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
農
業
体
験
と

し
て
イ
チ
ゴ
狩
り
、
男
女
が
協
力
し

な
が
ら
の
パ
ン
作
り
や
、
交
流
パ
ー

テ
ィ
ー
と
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た

雰
囲
気
で
盛
り
上
が
る
内
容
と
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
工
夫
し
な
が
ら
充

実
し
た
内
容
に
し
て
い
き
た
い
考
え

て
い
ま
す
。

K
O
IK
A
TS
U

　
Ｊ
Ａ
く
ま
青
壮
年
部
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
通
じ
て
こ
れ
か
ら
の
人

吉
球
磨
の
農
業
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
ひ
と
こ
と

▲木上小・木上ひかり保育園稲刈り

▲令和5年度青壮年部大会（盟友の主張）で
　発表する愛甲和也氏

▲一武小野菜苗植え

▲令和5年度常勤役員との意見交換会

▲恋活（いちご園での婚活）

目
的
で
す
。
子
ど
も
達
は
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
も
笑
顔
で
取
り
組
ん
で
く

れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、「
食
」

と
「
農
」
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
盟
友
の
主
張
」
発
表
大
会
の
地
区

予
選
会
を
毎
年
開
い
て
い
ま
す
。

　
農
業
の
担
い
手
と
し
て
、
将
来
を

見
通
し
た
自
立
農
業
経
営
を
確
立

し
、
明
る
く
豊
か
な
地
域
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
、
活
発
に
意
見
交
換
を
行
い

相
互
研
鑽
を
図
り
、
青
壮
年
部
組
織

の
さ
ら
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

No.409　みどりの風　2024.1.15（4） （5）No.409　みどりの風　2024.1.15

〜
Ｊ
Ａ
く
ま
青
壮
年
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活
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報
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Ｊ
Ａ
く
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青
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年
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活
動
報
告
〜



　

〜
く
ま
も
と
の
お
い
し
い
も
の
で
子
ど
も
た
ち
を
応
援
〜

　JA中央会
　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
は
12
月
9
日
、
熊

本
市
で
「
第
48
回
『
ご
は
ん
・
お
米
と

わ
た
し
』
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
米
の

良
さ
と
食
料
や
農
業
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
う
狙
い
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
最
高
賞

の
熊
本
県
知
事
賞
に
は
、
作
文
の
部
で
船
津

和
さ
ん
（
山
鹿
市
立
山
鹿
小
学
校
2
年
）、
図

画
の
部
で
中
村
心
美
さ
ん
（
熊
本
県
立
八
代

中
学
校
3
年
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
県
内
小

中
学
校
か
ら
作
文
の
部
に
9
9
2
点
、
図
画

の
部
に
2
、1
6
9
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
船
津
さ
ん
の
作
文
は
、「
白
い
あ
っ
た
か
ご

は
ん
」
を
中
心
に
、
入
院
し
て
い
る
お
母
さ

ん
を
思
い
や
る
家
族
、
家
族
を
思
い
や
る
お

母
さ
ん
の
温
か
い
関
係
が
伝
わ
る
作
品
と
な

っ
て
お
り
、
中
村
さ
ん
の
図
画
は
、
会
話
を

し
な
が
ら
家
族
で
楽
し
そ
う
に
調
理
し
て
い

第
48
回「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」

　
　
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
開
催

▲表彰式の様子

る
様
子
が
伝
わ
り
、
お
米
を
研
い
で
い
る
容

器
の
水
面
に
映
る
作
者
の
笑
顔
が
印
象
的
で

し
た
。

　
こ
の
他
、Ｊ
Ａ
全
中
が
実
施
し
た
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
作
文
の
部
で
勘
米
良
佐
和
さ

ん
（
熊
本
市
立
出
水
小
学
校
5
年
）
と
加
藤

一
花
さ
ん
（
熊
本
市
立
帯
山
中
学
校
2
年
）、

図
画
の
部
で
は
服
部
純
佳
さ
ん
（
熊
本
市
立

尾
上
小
学
校
2
年
）、
山
本
菜
月
さ
ん
（
熊

本
市
立
田
迎
南
小
学
校
5
年
）、
中
村
心
美

さ
ん
（
熊
本
県
立
八
代
中
学
校
3
年
）
が
そ

れ
ぞ
れ
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は

「
食
べ
物
の
大
切
さ
や
農
業
の
役
割
、
家
族

や
友
達
を
大
切
に
す
る
心
な
ど
を
改
め
て
感

じ
取
っ
て
ほ
し
い
。
私
た
ち
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

熊
本
は
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
を
応
援
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

▲
図
画
の
部

　「
初
め
て
の
挑
戦
」

▲

作
文
の
部

　「
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
と

　
　  

白
い
あ
っ
た
か
ご
は
ん
」

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
12
月
16
日
、熊

本
市
の
え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
で

開
か
れ
た「
第
22
回
Ｒ
Ｋ
Ｋ
学
童
駅
伝

大
会
」に
特
別
協
賛
し
ま
し
た
。未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
、県
産
農
畜

産
物
の
提
供
を
通
じ
て
食
と
農
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
。大
会
に
は
約
7
0
0
人
の
参
加
が
あ
り
、

小
学
4
年
生
か
ら
6
年
生
の
児
童
が
、5
区

間
8
キ
ロ
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
入
賞
チ
ー
ム
に
は
、く
ま
も
と
黒
毛
和
牛

プ
レ
ミ
ア
ム「
和
王
」や「
く
ま
も
と
の
り
ん

ど
う
ポ
ー
ク
」、熊
本
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の

お
米「
く
ま
さ
ん
の
輝
き
」な
ど
を
贈
呈
し
ま

し
た
。併
せ
て
企
画
し
た
お
楽
し
み
抽
選
会

で
は
、味
彩
牛
、ゆ
う
べ
に
い
ち
ご
、冷
凍
炒

飯
セ
ッ
ト
な
ど
の
豪
華
賞
品
を
贈
り
ま
し

た
。ま
た
、参
加
賞
と
し
て「
く
ま
さ
ん
の
輝

【
フ
レ
イ
ル
と
は
】

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、「
虚
弱
」
が
語
源

と
な
っ
て
お
り
、
2
0
1
4
年
に
日
本

老
年
医
学
会
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、『
健

康
な
状
態
と
要
介
護
や
寝
た
き
り
の
間

の
事
を
指
し
、
加
齢
に
よ
っ
て
身
体
的
・
精

神
的
な
衰
え
が
見
ら
れ
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
減
少
し
た
状
態
』
の
こ
と
を
表
し
ま
す
。

【
フ
レ
イ
ル
が
起
こ
る
原
因
】

　
フ
レ
イ
ル
を
引
き
起
こ
す
2
大
要
因
は
老

化
と
疾
病
で
す
。

★
老
化
↓
筋
力
や
口
腔
機
能
、
認
知
機
能
の

低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

★
疾
病
↓
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脳
卒
中
や
慢

性
腎
臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
考
え
ら

れ
、
治
療
が
う
ま
く
い
か
ず
フ
レ
イ
ル
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
2
大
要
因
以
外
も
、
飲
酒
や
喫
煙
、

孤
立
な
ど
多
く
の
問
題
が
関
係
し
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て

　　 JA厚生連 JA経済連

【
診
断
方
法
・
チ
ェ
ッ
ク
項
目
】

　
身
体
的
フ
レ
イ
ル
の
判
定
基
準
よ
り
、①
体

重
減
少
、②
握
力
低
下
、③
疲
労
感
、④
歩
行

速
度
低
下
、⑤
身
体
活
動
低
下
の
5
項
目
の

う
ち
、
3
項
目
以
上
該
当
す
る
と
フ
レ
イ
ル
、

1
〜
2
項
目
だ
け
の
場
合
に
は
フ
レ
イ
ル
の

前
段
階
で
あ
る
プ
レ
フ
レ
イ
ル
と
判
断
し
ま

す
。

【
フ
レ
イ
ル
の
予
防
・
改
善
】

　
フ
レ
イ
ル
は
早
期
発
見
で
き
れ
ば
、
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
回
復
す
る
こ
と
も

十
分
に
可
能
で
あ
り
、
フ
レ
イ
ル
に
な
る
前

か
、
初
期
段
階
（
プ
レ
フ
レ
イ
ル
）
で
気
づ

い
て
改
善
し
て
い
く
事
が
大
切
で
す
。

　「
健
康
長
寿
の
3
本
柱
」
と
言
わ
れ
て
い

る
『
栄
養
・
運
動
・
社
会
参
加
』
を
実
践
し
、

元
気
に
健
康
で
長
生
き
す
る
、
理
想
の
老
後

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

第
22
回
Ｒ
Ｋ
Ｋ
学
童
駅
伝
大
会
に
協
賛

▲自転車とバイクの衝突事故の再現 ▲自転車の危険走行を原因とする、車との事故の再現

▲ゴールテープを切る選手

▲熊本県産農畜産物を贈呈

き
」の
お
に
ぎ
り
と
、ミ
ニ
ト
マ
ト「
ア
ン

ジ
ェ
レ
」、「
湧
雅
の
こ
こ
ち
」の
テ
ィ
ー
バ
ッ

ク
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
同
連
の
梶
原
哲
代
表
理
事
専
務
は
あ
い
さ

つ
で「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
し
っ
か
り
出

し
て
、入
賞
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。た

く
さ
ん
練
習
し
て
た
く
さ
ん
食
べ
て
様
々
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
激

励
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
毎
年
、『
自
転
車
事

故
の
な
い
社
会
へ
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「
Ｊ
Ａ
共
済
自
転
車
交
通
安
全
教

室
」
を
熊
本
県
警
察
と
共
催
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
人
吉
高
等
学
校
、
濟
々
黌
高
等

学
校
、
熊
本
西
高
等
学
校
、
菊
池
高
等
学
校

の
4
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
自
転
車
交
通
安
全
教
室
は
中
高
生
を

対
象
に
、
プ
ロ
の
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
自
転
車

の
危
険
走
行
に
よ
る
交
通
事
故
を
再
現
し
、

交
通
事
故
の
怖
さ
を
疑
似
体
験
さ
せ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　
ス
タ
ン
ト
マ
ン
た
ち
は
、
自
転
車
の
2
人

乗
り
や
、
な
が
ら
ス
マ
ホ
な
ど
の
ル
ー
ル
違

反
の
運
転
に
よ
り
自
転
車
同
士
が
衝
突
す
る

シ
ー
ン
、交
差
点
で
自
転
車
と
車
が
衝
突
し
、

自
転
車
が
大
き
く
跳
ね
飛
ば
さ
れ
る
シ
ー
ン

な
ど
を
再
現
。
す
ぐ
目
の
前
で
行
わ
れ
る
迫

力
の
あ
る
ス
タ
ン
ト
に
、
生
徒
の
皆
さ
ん
も

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。
再
現
の
後
は
、
ど
う
し
て
い
れ

ば
事
故
が
起
こ
ら
ず
に
済
ん
だ
の
か
正
し
い

マ
ナ
ー
の
確
認
も
改
め
て
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
意
識
を
深
め
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
今
後
も
Ｊ
Ａ
共
済
は
、
県
下
Ｊ
Ａ
・
関
係

機
関
の
ご
協
力
の
も
と
、
こ
の
よ
う
な
地
域

に
貢
献
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　JA共済連　

ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る

　 

自
転
車
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
！
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〜
く
ま
も
と
の
お
い
し
い
も
の
で
子
ど
も
た
ち
を
応
援
〜

　JA中央会
　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
は
12
月
9
日
、
熊

本
市
で
「
第
48
回
『
ご
は
ん
・
お
米
と

わ
た
し
』
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
」

の
表
彰
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
お
米
の

良
さ
と
食
料
や
農
業
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
う
狙
い
で
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
最
高
賞

の
熊
本
県
知
事
賞
に
は
、
作
文
の
部
で
船
津

和
さ
ん
（
山
鹿
市
立
山
鹿
小
学
校
2
年
）、
図

画
の
部
で
中
村
心
美
さ
ん
（
熊
本
県
立
八
代

中
学
校
3
年
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
県
内
小

中
学
校
か
ら
作
文
の
部
に
9
9
2
点
、
図
画

の
部
に
2
、1
6
9
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
船
津
さ
ん
の
作
文
は
、「
白
い
あ
っ
た
か
ご

は
ん
」
を
中
心
に
、
入
院
し
て
い
る
お
母
さ

ん
を
思
い
や
る
家
族
、
家
族
を
思
い
や
る
お

母
さ
ん
の
温
か
い
関
係
が
伝
わ
る
作
品
と
な

っ
て
お
り
、
中
村
さ
ん
の
図
画
は
、
会
話
を

し
な
が
ら
家
族
で
楽
し
そ
う
に
調
理
し
て
い

第
48
回「
ご
は
ん
・
お
米
と
わ
た
し
」

　
　
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
を
開
催

▲表彰式の様子

る
様
子
が
伝
わ
り
、
お
米
を
研
い
で
い
る
容

器
の
水
面
に
映
る
作
者
の
笑
顔
が
印
象
的
で

し
た
。

　
こ
の
他
、Ｊ
Ａ
全
中
が
実
施
し
た
全
国
コ

ン
ク
ー
ル
で
は
作
文
の
部
で
勘
米
良
佐
和
さ

ん
（
熊
本
市
立
出
水
小
学
校
5
年
）
と
加
藤

一
花
さ
ん
（
熊
本
市
立
帯
山
中
学
校
2
年
）、

図
画
の
部
で
は
服
部
純
佳
さ
ん
（
熊
本
市
立

尾
上
小
学
校
2
年
）、
山
本
菜
月
さ
ん
（
熊

本
市
立
田
迎
南
小
学
校
5
年
）、
中
村
心
美

さ
ん
（
熊
本
県
立
八
代
中
学
校
3
年
）
が
そ

れ
ぞ
れ
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
熊
本
中
央
会
の
宮
本
隆
幸
会
長
は

「
食
べ
物
の
大
切
さ
や
農
業
の
役
割
、
家
族

や
友
達
を
大
切
に
す
る
心
な
ど
を
改
め
て
感

じ
取
っ
て
ほ
し
い
。
私
た
ち
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

熊
本
は
、
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
を
応
援
し
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

▲

図
画
の
部

　「
初
め
て
の
挑
戦
」

▲

作
文
の
部

　「
ピ
ー
ス
サ
イ
ン
と

　
　  

白
い
あ
っ
た
か
ご
は
ん
」

　
Ｊ
Ａ
熊
本
経
済
連
は
12
月
16
日
、熊

本
市
の
え
が
お
健
康
ス
タ
ジ
ア
ム
で

開
か
れ
た「
第
22
回
Ｒ
Ｋ
Ｋ
学
童
駅
伝

大
会
」に
特
別
協
賛
し
ま
し
た
。未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
応
援
し
、県
産
農
畜

産
物
の
提
供
を
通
じ
て
食
と
農
の
魅
力
を
Ｐ

Ｒ
。大
会
に
は
約
7
0
0
人
の
参
加
が
あ
り
、

小
学
4
年
生
か
ら
6
年
生
の
児
童
が
、5
区

間
8
キ
ロ
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
。

　
入
賞
チ
ー
ム
に
は
、く
ま
も
と
黒
毛
和
牛

プ
レ
ミ
ア
ム「
和
王
」や「
く
ま
も
と
の
り
ん

ど
う
ポ
ー
ク
」、熊
本
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の

お
米「
く
ま
さ
ん
の
輝
き
」な
ど
を
贈
呈
し
ま

し
た
。併
せ
て
企
画
し
た
お
楽
し
み
抽
選
会

で
は
、味
彩
牛
、ゆ
う
べ
に
い
ち
ご
、冷
凍
炒

飯
セ
ッ
ト
な
ど
の
豪
華
賞
品
を
贈
り
ま
し

た
。ま
た
、参
加
賞
と
し
て「
く
ま
さ
ん
の
輝

【
フ
レ
イ
ル
と
は
】

　
フ
レ
イ
ル
と
は
、「
虚
弱
」
が
語
源

と
な
っ
て
お
り
、
2
0
1
4
年
に
日
本

老
年
医
学
会
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
、『
健

康
な
状
態
と
要
介
護
や
寝
た
き
り
の
間

の
事
を
指
し
、
加
齢
に
よ
っ
て
身
体
的
・
精

神
的
な
衰
え
が
見
ら
れ
、
社
会
と
の
つ
な
が

り
が
減
少
し
た
状
態
』
の
こ
と
を
表
し
ま
す
。

【
フ
レ
イ
ル
が
起
こ
る
原
因
】

　
フ
レ
イ
ル
を
引
き
起
こ
す
2
大
要
因
は
老

化
と
疾
病
で
す
。

★
老
化
↓
筋
力
や
口
腔
機
能
、
認
知
機
能
の

低
下
に
つ
な
が
り
ま
す
。

★
疾
病
↓
高
血
圧
、
糖
尿
病
、
脳
卒
中
や
慢

性
腎
臓
病
な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
考
え
ら

れ
、
治
療
が
う
ま
く
い
か
ず
フ
レ
イ
ル
に
な

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
2
大
要
因
以
外
も
、
飲
酒
や
喫
煙
、

孤
立
な
ど
多
く
の
問
題
が
関
係
し
て
い
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
に
つ
い
て

　　 JA厚生連 JA経済連

【
診
断
方
法
・
チ
ェ
ッ
ク
項
目
】

　
身
体
的
フ
レ
イ
ル
の
判
定
基
準
よ
り
、①
体

重
減
少
、②
握
力
低
下
、③
疲
労
感
、④
歩
行

速
度
低
下
、⑤
身
体
活
動
低
下
の
5
項
目
の

う
ち
、
3
項
目
以
上
該
当
す
る
と
フ
レ
イ
ル
、

1
〜
2
項
目
だ
け
の
場
合
に
は
フ
レ
イ
ル
の

前
段
階
で
あ
る
プ
レ
フ
レ
イ
ル
と
判
断
し
ま

す
。

【
フ
レ
イ
ル
の
予
防
・
改
善
】

　
フ
レ
イ
ル
は
早
期
発
見
で
き
れ
ば
、
生
活

習
慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
回
復
す
る
こ
と
も

十
分
に
可
能
で
あ
り
、
フ
レ
イ
ル
に
な
る
前

か
、
初
期
段
階
（
プ
レ
フ
レ
イ
ル
）
で
気
づ

い
て
改
善
し
て
い
く
事
が
大
切
で
す
。

　「
健
康
長
寿
の
3
本
柱
」
と
言
わ
れ
て
い

る
『
栄
養
・
運
動
・
社
会
参
加
』
を
実
践
し
、

元
気
に
健
康
で
長
生
き
す
る
、
理
想
の
老
後

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

第
22
回
Ｒ
Ｋ
Ｋ
学
童
駅
伝
大
会
に
協
賛

▲自転車とバイクの衝突事故の再現 ▲自転車の危険走行を原因とする、車との事故の再現

▲ゴールテープを切る選手

▲熊本県産農畜産物を贈呈

き
」の
お
に
ぎ
り
と
、ミ
ニ
ト
マ
ト「
ア
ン

ジ
ェ
レ
」、「
湧
雅
の
こ
こ
ち
」の
テ
ィ
ー
バ
ッ

ク
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
同
連
の
梶
原
哲
代
表
理
事
専
務
は
あ
い
さ

つ
で「
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
し
っ
か
り
出

し
て
、入
賞
目
指
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。た

く
さ
ん
練
習
し
て
た
く
さ
ん
食
べ
て
様
々
な

チ
ャ
レ
ン
ジ
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
」と
激

励
し
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
共
済
で
は
毎
年
、『
自
転
車
事

故
の
な
い
社
会
へ
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
「
Ｊ
Ａ
共
済
自
転
車
交
通
安
全
教

室
」
を
熊
本
県
警
察
と
共
催
で
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
は
人
吉
高
等
学
校
、
濟
々
黌
高
等

学
校
、
熊
本
西
高
等
学
校
、
菊
池
高
等
学
校

の
4
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
自
転
車
交
通
安
全
教
室
は
中
高
生
を

対
象
に
、
プ
ロ
の
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
自
転
車

の
危
険
走
行
に
よ
る
交
通
事
故
を
再
現
し
、

交
通
事
故
の
怖
さ
を
疑
似
体
験
さ
せ
る
と
い

う
も
の
で
す
。

　
ス
タ
ン
ト
マ
ン
た
ち
は
、
自
転
車
の
2
人

乗
り
や
、
な
が
ら
ス
マ
ホ
な
ど
の
ル
ー
ル
違

反
の
運
転
に
よ
り
自
転
車
同
士
が
衝
突
す
る

シ
ー
ン
、交
差
点
で
自
転
車
と
車
が
衝
突
し
、

自
転
車
が
大
き
く
跳
ね
飛
ば
さ
れ
る
シ
ー
ン

な
ど
を
再
現
。
す
ぐ
目
の
前
で
行
わ
れ
る
迫

力
の
あ
る
ス
タ
ン
ト
に
、
生
徒
の
皆
さ
ん
も

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
て
い
る
様

子
で
し
た
。
再
現
の
後
は
、
ど
う
し
て
い
れ

ば
事
故
が
起
こ
ら
ず
に
済
ん
だ
の
か
正
し
い

マ
ナ
ー
の
確
認
も
改
め
て
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
が
交
通
安
全
に
つ
い
て
の
意
識
を
深
め
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
今
後
も
Ｊ
Ａ
共
済
は
、
県
下
Ｊ
Ａ
・
関
係

機
関
の
ご
協
力
の
も
と
、
こ
の
よ
う
な
地
域

に
貢
献
す
る
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　JA共済連　

ス
タ
ン
ト
マ
ン
に
よ
る

　 

自
転
車
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
！
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■中央会・連合会からのお知らせ

2
2024

令和6年

　
警
察
庁
は
、自
転
車
の
交
通
違
反
へ
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る「
反
則
金
」に
つ
い
て
、そ
の
対
象
を
16
歳
以
上
の
運

転
者
と
す
る
ら
し
い
。

　
自
転
車
の
交
通
違
反
の
反
則
制
度
は
2
つ
に
区
分
さ

れ
、飲
酒
運
転
や
あ
お
り
運
転
な
ど
重
大
な
違
反
は
、刑
事

処
分
の
対
象
と
な
る
交
通
切
符（
赤
切
符
）の
交
付
と
な

る
。こ
れ
ら
以
外
の
違
反
行
為
、例
え
ば
、一
時
不
停
止
、信

号
無
視
、逆
走
、歩
道
通
行
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
を
使

用
し
て
運
転
す
る「
な
が
ら
運
転
」な
ど
1
1
5
種
類
を
想

定
し
て
い
る
。こ
ち
ら
は
反
則
切
符（
青
切
符
）が
交
付
さ

れ
、反
則
金
が
科
せ
ら
れ
る
。

　
実
際
の
取
り
締
ま
り
は
、警
察
官
の
警
告
に
従
わ
ず
違

反
行
為
を
続
け
た
時
や
、悪
質
、危
険
で
迷
惑
性
の
高
い
違

反
を
対
象
と
す
る
よ
う
だ
。

　
先
般
発
表
さ
れ
た
信
号
機
の
な
い
横
断
歩
道
で
歩
行
者

の
た
め
に
一
時
停
止
す
る
車
の
割
合
は
、熊
本
県
内
で
66
・

1
％
と
な
り
、九
州
で
1
位
、全
国
で
4
位
と
な
っ
た
。こ
の

調
査
は
Ｊ
Ａ
Ｆ（
日
本
自
動
車
連
盟
）が
7
年
前
か
ら
実
施

し
て
い
る
が
、調
査
当
初
の
平
成
29
年
の
熊
本
県
の
数
字

は
6
・
7
％
と
い
う
低
い
状
況
で
あ
っ
た
。こ
の
状
況
を
受

け
、熊
本
県
警
も
取
り
締
ま
り
の
強
化
や
電
光
掲
示
板
を

使
っ
た
広
報
活
動
が
一
定
の
効
果
を
上
げ
た
と
み
て
い
る
。

道
路
交
通
法
で
は
、車
の
運
転
手
は
、信
号
機
の
な
い
横
断

歩
道
を
歩
行
者
が
横
断
中
ま
た
は
横
断
し
よ
う
と
し
て
い

る
場
合
は
、必
ず
歩
道
の
手
前
で
一
時
停
止
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
定
め
て
い
る
。

　
さ
て
、皆
さ
ん
は
交
通
ル
ー
ル
を
無
視
し
た
危
険
な
運

転「
ご
当
地
走
り
」を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。停
止
中
の
車
が

青
信
号
に
変
わ
っ
た
瞬
間
に「
猛
ダ
ッ
シ
ュ
」で
対
向
直
進

者
よ
り
も
先
に
右
折
す
る
行
為
を「
茨
城
ダ
ッ
シ
ュ
」と
呼

ん
で
い
る
。他
に
も
名
古
屋
走
り
、伊
予
の
早
曲
が
り
、山

梨
ル
ー
ル
、佐
賀
の
よ
か
ろ
う
も
ん
運
転
、な
ど
各
地
で
危

険
な
運
転
が
横
行
し
て
い
る
。事
故
を
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
る
た
め
、地
元
警
察
な
ど
は
交
通
ル
ー
ル
の
厳
守

を
呼
び
掛
け
る
が
、撲
滅
は
な
か
な
か
難
し
い
。

　
歩
行
者
も
自
転
車
・
車
の
運
転
者
も
お
互
い
に
譲
り
合

い
と
思
い
や
り
が
大
切
で
あ
る
。
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今月の表紙「たくさん食べれて幸せ！」 (撮影：中川 めぐみ 様)　第11回 未来に伝えたい農業・農村の風景フォトコンテスト入選作品

発
行
／
熊
本
県
農
業
者
政
治
連
盟

　熊
本
市
中
央
区
南
千
反
畑
町
2-

3

　電
話 

0
9
6-

3
2
8-

1
2
8
4

　編
集
責
任
者
／
中
村

　隆
宏

　●
発
行
日
／
令
和
6
年
1
月
15
日
・
毎
月
1
回
15
日
発
行

　●
定
価
／
1
部
50
円（
但
し
、会
員
の
購
読
料
は
会
費
の
中
に
含
む
）

　
1
月
27
日
か
ら
始
ま
る
Ｊ
Ａ
植
木
ま
つ
り
で
は
、

多
く
の
木
々
や
盆
栽
、
巨
大
な
松
・
槇
の
木
、
そ
し

て
た
く
さ
ん
の
食
べ
物
屋
さ
ん
が
出
展
さ
れ
、
地
面

が
ぬ
か
る
む
中
、
安
く
て
見
栄
え
の
い
い
樹
木
を
一

生
懸
命
に
探
し
回
り
ま
す
。
住
宅
を
新
築
し
た
時
に
、

し
だ
れ
梅
を
購
入
し
ま
し
た
。
業
者
さ
ん
が
ク
レ
ー

ン
で
吊
る
し
庭
に
植
え
て
く
れ
ま
し
た
。
毎
年
3
月

に
は
ピ
ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
て
庭
の
モ
チ
ノ
キ
や
松

の
緑
色
と
梅
の
ピ
ン
ク
が
マ
ッ
チ
し
て
と
て
も
き
れ

い
で
し
た
。
し
か
し
、
梅
の
実
が
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　
昔
は
、
一
軒
家
を
建
て
る
と
次
は
庭
造
り
と
決
ま
っ

て
い
た
よ
う
で
、
ど
こ
の
家
庭
で
も
競
う
よ
う
に
立

派
な
庭
を
造
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
で
も
、
庭
木
の
剪
定
と
消
毒
は
毎
年
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
で
、
自
分
で
行
え
ば
労
力
が
、
業

者
に
依
頼
す
る
と
費
用
が
掛
か
り
ま
す
。
い
つ
の
こ

ろ
か
ら
か
庭
木
が
減
り
、
植
木
ま
つ
り
で
樹
木
を
買

い
求
め
る
こ
と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。

　
芝
生
の
庭
に
た
く
さ
ん
の
樹
木
が
あ
っ
た
我
が
家

も
今
で
は
緑
の
少
な
い
住
宅
に
な
り
ま
し
た
。 撮影：小崎　正大 様

「おいしい夢未来みかん」

第11回 未来に伝えたい農業・農村の風景
フォトコンテスト入選作品

あ
ぜ
み
ち
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